
一
．
傍
線
部
「
る
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
受
身
・
尊
敬
・
自
発
・
可
能
の
助
動
詞
「
る
」
の
終
止
形

イ
．
完
了
・
存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
連
体
形

ウ
．
動
詞

の
連
体
形
活
用
語
尾
の
一
部
〉

１

病
を
受
く
る
こ
と
も
、
多
く
は
心
よ
り
受
く
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

二
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形

イ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形

ウ
．
ナ
変
動
詞
の
終
止
形
活
用

語
尾
〉

１

駿
河(

す
る
が)

な
る
宇(
う)
津(

つ)

の
山
べ
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
逢
は
ぬ
な
り
け
り

（
伊
勢
物
語
）

〔

〕

三
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
已
然
形

イ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
命
令
形

ウ
．
願
望
の
終
助
詞
（
奈
良
時
代
）

エ
．

動
詞
の
活
用
語
尾
〉

１

月
も
あ
か
け
れ
ば
、
お
り
ね
。

（
和
泉
式
部
日
記
）

〔

〕

四
．
次
の
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
四
段
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形

イ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」

ウ
．
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
「
な
り
」

エ
．
形
容

動
詞
の
活
用
語
尾
〉

１

た
だ
一
人
、
ね
ぶ
た
き
を
念
じ
て
さ
ぶ
ら
ふ
に
、「
丑(

う
し)

四(
よ)

つ
」
と
奏(

そ
う)

す
な
り
。

（
枕
草
子
）

〔

〕

五
．
次
の
傍
線
部
の
用
法
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
強
意
の
係
助
詞
「
な
む
」

イ
．
願
望
の
終
助
詞
「
な
む
」

ウ
．
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
＋
推
量
（
意
志
）

の
助
動
詞
「
む
」

エ
．
ナ
変
動
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」〉

１

「
死
な
ば
一
所
で
死
な
む
。」

（
平
家
物
語
）

〔

〕

六
．
次
の
傍
線
部
の
用
法
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
希
望
の
終
助
詞
「
ば
や
」

イ
．
接
続
助
詞
「
ば
」（
仮
定
条
件
）
＋
係
助
詞
「
や
」

ウ
．
接
続
助
詞
「
ば
」（
確
定
条

件
）
＋
係
助
詞
「
や
」〉

１

紅
に
衣
染
め
ま
く
欲
（
ほ
）
し
け
ど
も
着
て
に
ほ
は
ば
や
人
の
知
る
べ
き

（
万
葉
集
）

〔

〕

七
．
傍
線
部
を
文
法
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

１

日
ご
ろ
月
ご
ろ
、
…
…
悩
み
わ
た
る
が
怠
り
ぬ
る
も
を
か
し
。

（
枕
草
子
）

〔

〕

２

命
長
け
れ
ば
辱
（
は
ぢ
）
多
し
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

３

朝
な
さ
な
あ
が
る
雲
雀
（
ひ
ば
り
）
に
な
り
て
し
か

（
万
葉
集
）

〔

〕

４

蛇
（
く
ち
な
は
）
を
ば
大
井
河
に
流
し
て
け
り
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

５

髪
も
い
み
じ
く
長
く
な
り
な
ん
。

（
更
級
日
記
）

〔

〕

６

忘
れ
た
ま
ふ
な

（
万
葉
集
）

〔

〕

７

「
こ
の
影
を
見
れ
ば
、
い
み
じ
う
悲
し
な
。」

（
更
級
日
記
）

〔

〕

８

世
の
不
思
議
を
見
る
こ
と
、
や
や
た
び
た
び
に
な
り
ぬ
。

（
方
丈
記
）

〔

〕

９

家
に
至
り
て
門
に
入
る
に
、
月
明
か
け
れ
ば
、
い
と
よ
く
あ
り
さ
ま
見
ゆ
。

（
土
佐
日
記
）

〔

〕

１
０

春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ

（
古
今
集
）

〔

〕



１
１

夜
ふ
け
ぬ
。
帰
り
た
ま
ひ
ね
。

（
大
和
物
語
）

〔

〕

１
２

「
い
ね
。」
と
言
ひ
け
れ
ば
、

（
大
和
物
語
）

〔

〕

１
３

玉
の
緒
よ
絶
え
な
ば
絶
え
ね
永
ら
へ
ば
忍
ぶ
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る

（
新
古
今
集
）

〔

〕

１
４

名
を
ば
さ
か
き
の
造
（
み
や
つ
こ
）
と
な
む
い
ひ
け
る
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

１
５

恋
し
か
ら
む
を
り
を
り
、
と
り
出
で
て
見
た
ま
へ
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

１
６

あ
は
れ
に
思
ひ
出
で
ら
れ
な
ど
し
て
、
心
も
そ
ら
に
な
が
め
暮
ら
さ
る
。

（
更
級
日
記
）

〔

〕

１
７

こ
の
世
な
る
間
（
ま
）
は
楽
し
く
を
あ
ら
な
。

（
万
葉
集
）

〔

〕

１
８

改
め
て
益
（
や
く
）
な
き
こ
と
は
、
改
め
ぬ
を
よ
し
と
す
る
な
り
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

八
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
・
イ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
格
助
詞

イ
．
接
続
助
詞
〉

１

又
、
麓
に
一
つ
の
柴
の
庵
あ
り
。
す
な
は
ち
こ
の
山
守
が
居
る
所
な
り
。

（
方
丈
記
）

〔

〕

九
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
カ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形

イ
．
形
容
詞
の
已
然
形
活
用
語
尾

ウ
．
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
の
已
然
形
の

一
部

エ
．
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
ま
じ
」
の
已
然
形
の
一
部

オ
．
希
望
の
助
動
詞
「
ま
ほ
し
」
の
已
然
形
の
一
部

カ
．
四

段
動
詞
の
已
然
形
活
用
語
尾
＋
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
已
然
形
（
命
令
形
）〉

１

秋
に
は
を
さ
を
さ
劣
る
ま
じ
け
れ
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

十
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
サ
変
動
詞
「
す
」
の
連
用
形

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形

ウ
．
強
意
の
副
助
詞
「
し
」

エ
．
強
意
の
終

助
詞
「
か
し
」
の
一
部
〉

１

用
意
せ
ね
ば
、
折
れ
な
ど
し
て
笑
ふ
も
ま
た
を
か
し
。

（
枕
草
子
）

〔

〕

十
一
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
副
詞
「
し
か
」

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
已
然
形

ウ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
＋
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」

エ
．
強
意
の
副
助
詞
「
し
」
＋
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」

オ
．
希
望
の
終
助
詞
「
て
し
か
」
の
一
部
〉

１

ほ
と
と
ぎ
す
無
か
る
国
に
も
行
き
て
し
か
そ
の
鳴
く
声
を
聞
け
ば
苦
し
も

（
万
葉
集
）

〔

〕

十
二
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
格
助
詞
「
し
て
」

イ
．
接
続
助
詞
「
し
て
」

ウ
．
サ
変
動
詞
の
連
用
形
（
活
用
語
尾
）
＋
接
続
助
詞
「
て
」〉

１

そ
こ
な
り
け
る
岩
に
お
よ
び
の
血
し
て
書
き
つ
け
た
り
け
る
。

（
伊
勢
物
語
）

〔

〕

十
三
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
サ
変
動
詞
「
す
」
の
未
然
形

イ
．
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
未
然
形

ウ
．
使
役
（
尊
敬
）
の
助
動
詞
「
す
」
の
連

用
形
〉

１

老
い
ら
く
の
来
む
と
知
り
せ
ば
門
さ
し
て
な
し
と
答
へ
て
会
は
ざ
ら
ま
し
を

（
古
今
集
）

〔

〕

十
四
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
・
イ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」

イ
．
接
続
助
詞
「
て
」〉

１

今
い
く
か
あ
り
て
若
菜
摘
み
て
む

（
古
今
集
）

〔

〕

十
五
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
格
助
詞
「
と
」

イ
．
接
続
助
詞
「
と
」

ウ
．
断
定
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
連
用
形

エ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用



語
尾

オ
．
副
詞
の
一
部
〉

１

同
じ
心
な
ら
む
人
と
し
め
や
か
に
物
語
し
て
、

（
徒
然
草
）

〔

〕

十
六
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
キ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
禁
止
の
副
詞
「
な
」

イ
．
禁
止
の
終
助
詞
「
な
」

ウ
．
詠
嘆
の
終
助
詞
「
な
」

エ
．
奈
良
時
代
の
意
志
の
終
助
詞

「
な
」

オ
．
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形

カ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形

キ
．
希
望
の
終
助
詞
「
て

し
が
な
」
の
一
部
〉

１

竜(

た
つ)

の
首
の
玉
取
り
得
ず
は
、
帰
り
来(

く)

な
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

十
七
．
次
の
文
中
の
〈
な
む
〉
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
、
後
の
ａ
～
ｅ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

さ
て
も
や
は
な
が
ら
へ
住
む
べ
き
。
ま
た
時
の
ま
の
煙
と
も
な
り
〈
な
む
〉。

１
・
長
く
と
も
、
四
（
よ
）
十
（
そ
ぢ
）
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
に
て
死
ａ

な
む
こ
そ
、
め
や
す
か
る
べ
け
れ
。

（
徒
然
草
）

・
一
生
は
雑
事(

ざ
ふ
じ)

の
小
節(

せ
う
せ
つ)
に
さ
へ
ら
れ
て
、
空(

む
な)

し
く
暮
れ
ｂ

な
ん
。

（
徒
然
草
）

・
小
倉
山
峰
の
も
み
ぢ
葉
心
あ
ら
ば
今
ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き
ま
た
ｃ

な
む

（
拾
遺
集
）

・
身
は
卑
し
な
が
ら
、
母
ｄ

な
む
宮
な
り
け
る
。

（
伊
勢
物
語
）

・
桜
花
散
ら
ば
散
ら
ｅ

な
む
散
ら
ず
と
て
ふ
る
さ
と
人
の
き
て
も
見
な
く
に

（
古
今
集
）

〔

〕

十
八
．
次
の
文
中
の
〈
な
り
〉
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
、
後
の
ａ
～
ｅ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

秋
の
野
に
人
ま
つ
虫
の
声
す
〈
な
り
〉
わ
れ
か
と
行
き
て
い
ざ
と
ぶ
ら
は
む

（
古
今
集
）

１
・
お
そ
く
い
づ
る
月
に
も
あ
る
か
な
あ
し
ひ
き
の
山
の
あ
な
た
も
惜
し
む
べ
ら
ａ

な
り

（
古
今
集
）

・
筑
波
嶺
の
峰
よ
り
落
つ
る
男(

み
な)

女(

の)

川(

が
は)

恋
ぞ
つ
も
り
て
淵
と
ｂ

な
り
ぬ
る

（
後
撰
集
）

・
笛
を
い
と
を
か
し
く
吹
き
す
ま
し
て
す
ぎ
ぬ
ｃ

な
り
。

（
更
級
日
記
）

・
お
と
に
は
聞
け
ど
も
、
い
ま
だ
見
ぬ
も
の
ｄ

な
り
。

（
竹
取
物
語
）

・
容
体
ほ
そ
や
か
に
あ
て
ｅ

な
り
け
れ
ば
、

（
落
窪
物
語
）

〔

〕

十
九
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
キ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
格
助
詞
「
に
」

イ
．
接
続
助
詞
「
に
」

ウ
．
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形

エ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の

連
用
形

オ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾

カ
．
ナ
変
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾

キ
．
副
詞
の
一
部
〉

１

そ
の
里
に
、
い
と
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら
か
ら
、
住
み
け
り
。

（
伊
勢
物
語
）

〔

〕

二
十
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
格
助
詞
「
に
て
」

イ
．
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
＋
接
続
助
詞
「
て
」

ウ
．
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語

尾
＋
接
続
助
詞
「
て
」〉

１

深
き
河
を
舟
に
て
渡
る
。

（
更
級
日
記
）

〔

〕

二
十
一
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
接
続
助
詞
「
ば
」（
仮
定
条
件
）

イ
．
接
続
助
詞
「
ば
」（
確
定
条
件
）

ウ
．
係
助
詞
「
ば
」〉

１

た
だ
今
行
方
な
く
飛
び
う
せ
な
ば
、
い
か
が
思
ふ
べ
き
。

（
更
級
日
記
）

〔

〕

二
十
二
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」

イ
．
動
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
＋
推
量
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
む
」

ウ
．
形
容
詞
の
未
然

形
活
用
語
尾
の
一
部
＋
推
量
（
婉
曲
）
の
助
動
詞
「
む
」

エ
．
完
了
（
存
続
）
の
助
動
詞
「
り
」
の
未
然
形
＋
推
量
（
婉
曲
）

の
助
動
詞
「
む
」

オ
．
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
の
一
部
＋
推
量
（
婉
曲
）
の
助
動
詞
「
む
」〉

１

人
の
い
ふ
ら
む
こ
と
を
ま
ね
ぶ
ら
む
よ
。

（
枕
草
子
）

〔

〕

二
十
三
．
傍
線
部
の
文
法
的
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

〈
ア
．
格
助
詞
「
を
」

イ
．
接
続
助
詞
「
を
」

ウ
．
間
投
助
詞
「
を
」〉

１

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、

（
徒
然
草
）

〔

〕
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４
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５
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発
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